
昭
和
、平
成
か
ら
令
和
へ
―
　

皇
室
に
愛
さ
れ
た
名
旅
館

こ
の
特
集
は
本
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「
皇
室
ゆ
か
り
の
宿
」特
集

創
業
享
保
元
年
の
老
舗
宿

自
然
と
一
体
の
日
本
庭
園

世
界
が
評
価
し
た
庭
園
、雰
囲
気
あ
る
離
れ
も

贅
を
尽
く
し
た
貴
賓
室

世
界
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
る

　
山
形
県
蔵
王
温
泉
の
深
山

荘
高
見
屋
は
、
創
業
が
享
保

元
年
（
１
７
１
６
年
）
。
３

０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

東
北
屈
指
の
老
舗
旅
館
だ
。

創
業
以
来
、
こ
ん
こ
ん
と
湧

き
出
る
名
湯
。
そ
れ
を
求
め

て
江
戸
の
昔
か
ら
多
く
の
旅

人
が
訪
れ
、
心
身
と
も
に
癒

や
さ
れ
て
き
た
。

　
温
泉
街
の
中
で
も
高
台
に

位
置
し
、
見
晴
ら
し
が
良
い

こ
と
か
ら
、
歴
代
の
山
形
藩

主
の
常
宿
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
同
館
を
常
宿
と
し
た

皇
室
の
方
々
も
多
い
。
昭
和


年
の
三
笠
宮
さ
ま
に
始
ま

り
、同

年
に
高
松
宮
さ
ま
、

翌

年
は
天
皇
陛
下
が
皇
太

子
時
代
、
３
人
の
ご
学
友
と

と
も
に
４
日
間
、
宿
泊
さ
れ

て
い
る
。

　
今
か
ら
１
９
０
０
年
前
、

日
本
武
尊
の
東
征
の
際
、
従

軍
し
た
吉
備
多
賀
由
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
と
い
う
温
泉

は
、
強
酸
性
の

硫
黄
泉
。
美
肌

効
果
や
血
管
を

若
返
ら
せ
る
効

果
が
あ
る
と
い

う
。
こ
の
良
質

の
温
泉
を
「
長

寿
の
湯
」
「
せ

せ
ら
ぎ
の
湯
」

な
ど
の
九
つ
の

浴
槽
で
、
掛
け

流
し
で
ぜ
い
た

く
に
使
っ
て
い

る
。

　
山
の
味
覚
を
中
心
と
し
た

会
席
料
理
、
１
日
４
組
限
定

の
蔵
王
牛
を
使
っ
た
同
館
名

物
「
す
き
し
ゃ
ぶ
鍋
」
も
味

わ
い
た
い
。

　
▽
山
形
県
山
形
市
蔵
王
温

泉

。☎
０
２
３（
６
９
４
）

９
３
３
３
。http://www.zao

.co.jp/takamiya/

　
風
格
漂
う
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　
日
本
庭
園
「
水
月
園
」

　
四
季
彩
一
力
は
大
正
７
年

創
業
の
福
島
・
磐
梯
熱
海
温

泉
を
代
表
す
る
老
舗
旅
館

だ
。
開
業
か
ら
１
世
紀
。
時

代
が
激
変
す
る
中
で
も
お
も

て
な
し
の
心
は
変
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て

き
た
。

　
皇
室
の
方
々
は
折
々
の
状

況
で
利
用
を
さ
れ
る
機
会
が

多
く
、
昭
和

年
、
福
島
県

の
養
蚕
視
察
を
さ
れ
た
貞
明

皇
太
后
陛
下
に
ご
宿
泊
賜

り
、同

年
に
は
昭
和
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
第

回
全
国

植
樹
祭
の
た
め
福
島
県
に
行

幸
啓
の
際
に
利
用
さ
れ
、
同


年
は
ご
成
婚

周
年
で
再

度
ご
来
県
の
際
に
２
度
目
の

宿
泊
を
い
た
だ
い
た
。
平
成

３
年
に
全
国
高
校
馬
術
大

会
、
７
年
に
第

回
国
体
冬

季
大
会
で
秋
篠
宮
殿
下
が
２

度
の
ご
宿
泊
。
海
外
か
ら
は


年
、
英
国
の
ウ
イ
リ
ア
ム

王
子
が
初
来
日
の
際
、
同
館

に
宿
泊
さ
れ
た

の
は
記
憶
に
新

し
い
。

　
館
内
の
日
本

庭
園「
水
月
園
」

は
猪
苗
代
湖
か

ら
流
れ
る
、
五

百
川
の
流
れ
を

そ
の
ま
ま
引
き

込
ん
だ
自
然
と

一
体
と
な
っ
た

名
園
。
春
の
新

緑
、
秋
の
紅
葉

と
、
四
季
折
々

の
風
景
を
楽
し
め
る
。
昭
和

天
皇
も
同
館
を
訪
れ
た
際
、

こ
の
名
園
を
散
策
。
園
内
の

植
物
観
賞
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
た
と
い
う
。

　
▽
福
島
県
郡
山
市
熱
海
町

熱
海
４
の
１
６
１
。
☎
０
２

４（
９
８
４
）２
１
１
５
。h

ttp://www.ichiriki.com/

　
山
梨
県
甲
府
湯
村
温
泉
の

常
磐
ホ
テ
ル
は
昭
和
４
年
の

創
業
以
来
、
国
内
外
の
多
く

の
賓
客
を
迎
え
て
い
る
「
甲

府
の
迎
賓
館
」
。
今
上
天
皇

や
多
く
の
皇
族
が
宿
泊
さ
れ

た
皇
室
ゆ
か
り
の
宿
で
も
あ

る
。

　
同
館
の
名
声
を
一
層
高
め

て
い
る
の
が
庭
園
。
米
国
の

日
本
庭
園
情
報
誌
「
ジ
ャ
ー

ナ
ル
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
が
選

ぶ「
日
本
庭
園
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
平
成

、

年
と
連
続
で

３
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国

内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。広
さ
は
約
３
千
坪
。朝
９

時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
開
放

し
て
お
り
、
宿
泊
客
は
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
の
あ
と
、
ゆ
う
げ

の
前
の
ひ
と
時
な
ど
に
ゆ
っ

く
り
と
散
策
を
楽
し
め
る
。

　
庭
園
に
は
高
松
宮
さ
ま
が

昭
和

年
に
来
館
さ
れ
た
際

に
手
植
え
を
し
た
栗
の
木
、

作
家
の
山
口
瞳
氏
が
こ
よ
な

く
愛
し
、小
説「
花
梨
の
庭
」

に
も
登
場
さ
せ
た
花
梨
の

木
、
仲
間
と
と
も
に
訪
れ
、

昼
か
ら
木
の
下
で
ワ
イ
ン
を

た
し
な
ん
だ
と
い
う
文
豪
井

伏
鱒
二
氏
ゆ
か
り
の
ケ
ヤ
キ

の
大
木
と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
ホ
テ
ル
の
歴
史
を
ひ
も
と

く
と
、
昭
和

年
の
梨
本
宮

さ
ま
か
ら
、
実
に

回
を
超

え
る
皇
室
の
方
々
の
宿
泊
記

録
が
残
っ
て
い
る
。
昭
和
天

皇
は
同

年
か
ら
３
回
、
今

上
天
皇
は
皇
太
子
時
代
の
同


年
か
ら
４
回
、
離
れ
の

「
貴
松
亭
」
「
松
風
」
や
西

館
洋
室
に
宿
泊
さ
れ
た
。

　
離
れ
の
客
室
は
庭
園
を
囲

む
回
廊
に
７
棟
、

室
点
在

す
る
。
い
ず
れ
も
日
本
建
築

の
粋
を
凝
ら
し
た
数
寄
屋
造

り
の
雰
囲
気
の
あ
る
建
物
。

こ
こ
か
ら
眺
め
る
庭
園
は
宿

泊
客
だ
け
の
特
別
な
景
色

だ
。

　
皇
室
ゆ
か
り
の
２
室
の
ほ

か
は
、
囲
碁
や
将
棋
の
「
番

勝
負
」で
使
わ
れ
る「
九
重
」、

甲
州
・
武
田
家
ゆ
か
り
の
旧

家
「
萩
原
邸
」
を
移
築
し
た

甲
州
田
舎
造
り
の
古
民
家

「
田
舎
家
」
な
ど
。
ホ
テ
ル

で
は
、
こ
れ
ら
の
見
ど
こ
ろ

や
歴
史
を
案
内
す
る
館
内
ツ

ア
ー
も
行
っ
て
い
る
。

　
南
ア
ル
プ
ス
を
望
む
東

館
、
富
士
山
を
遠
望
す
る
西

館
で
の
滞
在
も
決
し
て
引
け

を
取
ら
な
い
。
東
館
は
大
浴

場
に
近
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に

人
気
。
西
館
は
現
代
人
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
洋
室
も
備
え

る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
開
湯
１
２
０
０
年
、
「
武

田
信
玄
の
元
湯
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
甲
府
湯
村
温

泉
。泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ

ル
シ
ウ
ム
―
塩
化
物
・
硫
酸

塩
泉
。
神
経
痛
、筋
肉
痛
、冷

え
性
な
ど
に
効
く
と
い
う
。

　
男
性
用
、
女
性
用
と
も
大

き
な
大
浴
場
と
露
天
風
呂
を

備
え
る
。
男
性
大
浴
場
は
浴

槽
に
黒
い
御
影
石
、
壁
と
天

井
に
木
材
を
使
用
し
、
重
厚

で
味
の
あ
る
雰
囲
気
を
か
も

し
出
す
。
一
方
、
女
性
用
は

男
性
用
と
は
対
照
的
な
赤
い

御
影
石
を
使
用
。
露
天
風
呂

は
男
女
と
も
木
の
香
り
豊
か

な
ヒ
ノ
キ
風
呂
で
、
開
放
的

な
雰
囲
気
の
中
で
湯
あ
み
を

楽
し
め
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
料
理
は
甲
州
の
旬
の
素
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ

逸
品
ぞ
ろ
い
。
上
質
な
霜
降

り
が
特
徴
の
銘
柄
和
牛
「
甲

州
牛
」
、
甲
州
ワ
イ
ン
を
飲

ま
せ
た
脂
の
う
ま
み
が
強
い

「
ワ
イ
ン
ト
ン
（
豚
）
」
な

ど
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
食

材
を
こ
の
道

年
の
調
理
長

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

　
▽
山
梨
県
甲
府
市
湯
村
２

の
５
の

。
☎
０
５
５
（
２

５
４
）３
１
１
１
。https://t

okiwa-hotel.co.jp/

常磐ホテル外観

離れ「松風」

松風から庭園を臨む

「日本庭園ランキング」上位にランクされたホテル庭園

　
岩
手
県
花
巻
市
の
花
巻
温

泉
は
、

万
坪
の
広
大
な
敷

地
内
に
４
軒
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
や
バ
ラ
園
な
ど
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
展
開
す
る
東
北
随

一
の
リ
ゾ
ー
ト
。
昭
和
２
年

の
創
業
以
来
、
長
き
に
わ
た

り
人
々
に
最
高
の
レ
ジ
ャ
ー

を
提
供
し
続
け
て
き
た
。

　
昭
和

年
の
朝
香
宮
鳩
彦

王
殿
下
、
同
湛
子
女
王
殿
下

を
始
ま
り
に
、
皇
室
の
多
く

の
方
々
が
こ
の
地
を
訪
れ

た
。
直
近
で
は
平
成

年
、

第

回
国
民
体
育
大
会
で
天

皇
皇
后
両
陛
下
、
同
年
の
第


回
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
皇
太
子
殿
下
が
ご

宿
泊
。
訪
問
は
今
上
天
皇
が

昭
和

年
の
皇
太
子
時
代
か

ら
３
回
、
皇
太
子
殿
下
が
同


年
か
ら
４
回
を
数
え
る
。

　
主
に
宿
泊
さ
れ
た
の
は
、

敷
地
の
最
奥
に
位
置
し
、
南

部
赤
松
林
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
高
級
和

風
旅
館
「
佳
松

園
」
。

　
か
が
り
火
が

た
か
れ
る
白
砂

の
中
庭
を
新
数

寄
屋
造
り
の
離

れ
形
式
の
客
室

が
取
り
囲
む
。

贅ぜ
い

を
尽
く
し
た

温
泉
内
風
呂
付

き
の
「
貴
賓
室

ロ
イ
ヤ
ル
ス
イ

ー
ト
」
「
特
別

室
ク
ラ
ウ
ン
ス

イ
ー
ト
」
か
ら
リ
ビ
ン
グ
付

き
和
室
、
和
洋
室
と
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

室
が
そ

ろ
っ
て
い
る
。

　
▽
岩
手
県
花
巻
市
湯
本
１

の
１
２
５
。
☎
０
１
９
８

（
３
７
）２
１
１
１
。https:

//www.hanamakionsen.co.j
p/

　
佳
松
園
中
庭

　
神
奈
川
県
箱
根
・
宮
ノ
下

の
富
士
屋
ホ
テ
ル
は
日
本
で

最
も
歴
史
の
あ
る
本
格
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
だ
。
創
業
者
の

山
口
仙
之
助
氏
が
明
治

年

開
業
。
以
来
、
世
界
各
国
の

王
族
、
皇
族
、
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
な
ど
、
数
多
く
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

　
皇
室
と
も
ゆ
か
り
が
深

く
、
昭
和

年
に
当
時
の
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
来
館
。
今

上
天
皇
は
皇
太
子
時
代
に
来

館
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成

年

は
グ
ル
ー
プ
の
湯
本
富
士
屋

ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ
れ
た
。

　
明
治

年
竣
工
の
本
館
は

唐
破
風
の
玄
関
を
持
つ
木
造

洋
風
建
築
。
木
造
な
が
ら
強

固
な
建
物
で
、
関
東
大
震
災

の
際
も
ガ
ラ
ス
戸
１
枚
割
れ

ず
に
残
り
、
こ
れ
ま
で
１
階

が
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ビ
ー
、
２

階
が
客
室
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
ホ
テ
ル
は

耐
震
補
強
、
改

修
工
事
で
休
業

中
だ
が
、
皇
室

の
御
用
邸
と
し

て
同

年
に
建

築
さ
れ
た
別
館

「
菊
華
荘
」
が

営
業
中
。
歴
史

に
彩
ら
れ
た
雰

囲
気
の
中
で
食

事
を
楽
し
め

る
。

　
大
正
時
代
か

ら
１
０
０
年
以

上
、
不
動
の
人

気
を
誇
る
の
が
同
館
レ
ス
ト

ラ
ン
の
カ
レ
ー
。
今
上
天
皇

が
皇
太
子
時
代
に
来
館
さ
れ

た
際
も
食
し
た
逸
品
だ
。

　
▽
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
宮
ノ
下
３
５
９
。
☎
０

４
６
０（
８
２
）２
２
１
１
。

https://www.fujiyahotel.jp/
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